
ブドウ「シャインマスカット」の省力栽培技術

【お問い合わせ先】

当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

技術の概要

期待される効果

①花穂整形器の利用
→花穂整形作業の
省力化

②１新梢２房利用
→ジベレリン処理
作業と摘房作業
の省力化

③副穂・支梗の利用
→摘粒作業の省力
化

④果実軟化期以降の新梢管理の省力
→新梢管理の省力
化

果実品質に影響しない省力化技術を開発しました。

１新梢２房利用が１粒重に及ぼす影響
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果粒の大きさは同等
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省力化が可能な作業時間数
省力栽培における作業時間数

群馬県農業技術センター園芸部果樹係 0270-61-0066

作業の集中する５～７月の作業時間を約３５％短縮できます。
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